
このたびは弊社のDLP® プロジェクターをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

はじめに   ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、ご理解のうえ正しくご使用ください。 
お読みになった後は大切に保管してください。 

取扱説明書

DLPⓇプロジェクター

（形名： CP-X9110/CP-WX9210/CP-WU9410 
 CP-X9111/CP-WX9211/CP-WU9411)



《本書の構成》
本書は、【基本編】、【応用編】、【ネットワーク編】および【技術情報編】の4編に分かれています。 
保証やアフターサービスについては巻末をご覧ください。

【 基本編】………………………………………………………… 1 - 1～62 
【基本編】では、本機の基本的な設定や調節、お手入れ方法などについて説明します。

【 応用編】………………………………………………………… 2 - 1～77 
【応用編】では、本機の詳細な設定や調節を行うメニュー機能、および本機の多彩な機能 
についてご説明します。

【 ネットワーク編】……………………………………………… 3 - 1～83 
【ネットワーク編】では、本機のネットワーク機能について説明します。

【 技術情報編】…………………………………………………… 4 - 1～57 
【技術情報編】では、本機の仕様や、通信機能、またエラーメッセージや故障と思われる 
現象への対処法についてご説明します。

保証 とアフターサービスについて…………………………………………………巻末
　お客様ご相談窓口

《本書について》
以下をご参考に本書をご活用ください。
①見出し： 偶数ページの左端、および奇数ページの右端に記載されています。

② お知らせ ： 本機や接続する機器などに関する参考情報を記載しています。
③  ：このマークのあとに、ご参照いただきたい記事のページや場所を記載しています。
例）  1-1 ⇒ 本書の【基本編】1ページ（もくじ）をご参照ください。

④ <機種別の取扱> ： 本書は、3機種の説明書となっています。それぞれの機種特有の取り扱いについては、
機種名が記載されています。

例）  <CP-WX9210J/9211Jのみ>  ⇒ CP-WX9210J/9211Jにのみ適用される内容です。

お知らせ
● 本書の内容は、製品の仕様を含め、改良のため予告無く変更することがありますので、ご了承ください。
●本書の運用結果については責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
●本書の内容の一部、あるいは全部を無断で複写、転載しないでください。
● 本書に記載している挿絵は、説明のための一例です。お客様のプロジェクターとは若干の相違がある場合が
あります。

《本機の特長》
本機は以下のような特長を備えており、幅広い用途でご活用いただけます。
●本機のHDMI、DVI-D、HDBaseT端子は、デジタル信号による高品位の映像をご利用いただけます。
●カラーホイールを2つ内蔵しており、使用シーンに応じて輝度優先、色再現性優先の選択が可能です。
●豊富なオプションレンズ（別売り）を用意し、幅広い投写距離に対応します。
●独自の画質補正機能（HDCR）により、明るいところでも視認性の高い映像が実現できます。
●本機は、さまざまなビジネスシーンをカバーする多様な入出力端子を備えています。
●エッジブレンディングや幾何学補正機能により様々な形状、アスペクトのスクリーンに対応できます。
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